
広報しょうばら 2007.11 ��
平
成
19
年
度
の
提
案
事
業

●
人
工
林
対
策

放
置
さ
れ
た
人
工
林
の
強
度

の
間
伐
作
業
、
風
雪
災
害
に
よ

る
被
害
木
の
整
理
作
業
な
ど

●
里
山
林
等
対
策

手
入
れ
不
十
分
な
里
山
林
、

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
林
、
竹

林
が
繁
茂
し
て
い
る
森
林
、
鳥

獣
か
ら
の
農
作
物
被
害
防
止
等

の
た
め
の
森
林
整
備
な
ど

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
等

７
団
体
か
ら
森
づ
く
り
に
関

す
る
９
事
業
の
提
案

(

地
域
団

体
に
よ
る
周
辺
里
山
林
の
整
備
、

森
林
の
学
習
体
験
な
ど)

が
あ

り
ま
し
た
。

農林振興課振興係 �0824-73-1132
｢

庄
原
市
森
づ
く
り
事
業｣

が
ス
タ
ー
ト

｢

庄
原
市
森
づ
く
り
事
業｣

は
、

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
①
美
し

い
里
山
の
再
生
を
図
る
。
②
多
様

な
住
民
・
組
織
・
団
体
の
参
加
を

促
す
。
③
成
果
が
見
え
る
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
。
④
林
業
経
営
事
業

は
既
存
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
。

こ
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

人
工
林
や
里
山
林
の
整
備
、
里
山

林
を
活
用
し
た
活
動
な
ど
、
環
境

に
貢
献
す
る
森
林
を
育
成
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

森
林
関
係
者
、
市
民
団
体
、
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る

｢

庄
原

市
森
づ
く
り
事
業
推
進
協
議
会｣

を
10
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
市
の

推
進
方
針
お
よ
び
提
案
事
業
に
つ

い
て
の
協
議
や
、
事
業
実
施
後
の

成
果
を
検
証
し
、
次
年
度
以
降
の

事
業
実
施
へ
活
か
す
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
事
業
は
、
８
月

の
行
政
文
書

(

回
覧)

に
よ
り
、

要
望
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
平

成
20
年
度
の
事
業
要
望
・
提
案
は
、

農
林
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

庄原市は､ 面積の84％が森林です｡ 私たちの周りにある森林は､
洪水や渇水を緩和し､ 土砂災害や地球温暖化の防止など､ 様々な機
能を発揮しています｡ しかし現在､ 木材価格の低迷や過疎化などに
より､ 手入れが放棄された森林が増加し､ 森林の持つ多様な公益的
機能が十分に発揮されないことが問題となっています｡
広島県は今年度､ 森林を手入れして､ 森林の役割を最大限に発揮
させながら､ 安らぎと潤いのある県民生活を維持しようと､ ｢ひろ
しまの森づくり県民税｣ を創設しました｡
本市は､ この ｢ひろしまの森づくり県民税｣ を財源に､ ｢庄原市

森づくり事業｣ に取り組みます｡


